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思考力・判断力・表現力を高める複式学習指導の工夫
－算数科における指導を通して－

複式学級においては，少人数で学習を行うことから，多様な考えを引き出しながら思考

を広げ，表現力を高めていく授業が成立しづらい傾向がある。

そこで，思考力・表現力を高める複式学習指導をどのように工夫すればよいか，算数科

の指導例を紹介する。

対象

校種

小学校 中学校

特別支援学校

幼稚園

高等学校

１ 複式学習指導の現状とその要因

今日の学校教育においては，「基礎的・

基本的な知識・技能を活用して課題を解決

するために必要な思考力・判断力・表現力

等」を身に付けることが求められている。

このような中，複式学級では，少人数の

メリットを生かした個に応じた指導により，

基礎的・基本的な知識・技能の定着は図ら

れてきた。しかし，思考力・判断力・表現

力を高めることについては，少人数では多

様な考えを引き出しにくいことなどから，

多くの教師が困難さを感じている。その要

因としては，児童が，①自分の考えを聞き

手に分かりやすく伝えようとする意識が低

い，②友達の考えを自分の考えと比べなが

ら聞くことが苦手である，③友達の考えに

対して，新たな考えをもつことが苦手であ

ることなどが考えられる。また，間接指導

時に，集団解決の時間を設定することが多

いため，教師による十分な手立てが講じら

れていないことも要因として考えられる。

２ 算数科における思考力・表現力の育成

『小学校学習指導要領解説 算数編』(p.

21）には，次のような記述があり，算数科

における思考力・表現力の育成が重要視さ

れている。

こうしたねらいは，算数科では，特に，

児童が帰納的に，または演繹的に考える場

面において達成される。そのためにも，思

考力・表現力の育成を図る算数的活動を更

に充実させていく必要があり，このことに

ついては，次のような記述がある。

したがって，複式学級においても，こう

した算数的活動を日常的に行えるよう学習

指導を工夫し，算数科における思考力・表

現力を高めることが重要である。

算数科においては，問題を解決したり，判断
したり，推論したりする過程において，見通し
をもち筋道を立てて考えたり表現したりする力
を高めていくことを重要なねらいとしている。

※ 下線は筆者が加筆している。

児童が具体物を用いたり，言葉，数，式，図，

表，グラフなどを用いたりして，自分の考えた

ことを表現したり，友達に説明したりする学習

活動を取り入れることが重要である。
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３ 算数科における思考力・表現力を高める

ための複式学習指導の工夫

当センターの研究提携校である奄美市立

宇宿小学校では，「課題把握・思考」の段

階，「説明・話合い」の段階，「振り返り」

の段階の三つに分け，それぞれの段階に「読

む，聞く」，「書く，話す」，「話し合う」

といった言語活動を意図的に取り入れ，算

数的活動の充実を図っている（図１）。

図１ 算数科における言語活動

以下，三つの段階における指導の工夫に

ついて，同校の研究内容を基に述べる。

(1) 「課題把握・思考」の段階における言

語活動の充実【言語活動１】

ア 課題把握の場面における情報の整理

提示した学習課題から必要な情報を

整理し，どのような問題場面なのかを

イメージすることは，課題解決を図る

上で大変重要である。

そこで，学習課題を「場面」，「分

かっていること」，「尋ねていること」

の三つの視点から整理し，理解を図る

ようにする（図２）。なお，この後，

学習課題から学習問題を設定するとき

は，直接指導で行うことが望ましい。

ただし，自力解決や相互解決の時間を

十分確保する必要がある場合は，前時

の終末段階で学習問題を設定しておく

など，学習過程のずらしを行う工夫が

有効である。

【言語活動１】

「課題把握・思考」の段
階における言語活動

【言語活動２】

「説明・話合い」の段
階における言語活動

【言語活動３】

「振り返り」の段階に
おける言語活動

算数的
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のよさ
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図２ 三つの視点からの情報整理（例）

イ 既習事項を生かした学習の「見通し」

や「予想」のもたせ方

学習問題を設

定した後は，解

決方法を考えさ

せたり，結果の

見当を付けさせ

たりする。その

際，既習事項を

まとめた掲示物 写真１ 掲示物

（写真１）を効果的に活用しながら，

児童に「これまで学習したことの中で

使えるものはないか。」などと問い掛

け，式，グラフ，図，数直線などを用

いた解決方法を考えさせる。

ウ 図における系統的な指導

算数科において，計算の意味や仕方

を言葉，数，式，図を用いて考え，説

明する活動は，全学年において繰り返

し行うべき極めて重要な活動として位

置付けられている。特に，図を用いて

思考することは，主体的に問題解決を

図る上で有効で，複式学習指導におい

ては，間接指導の充実にもつながる。

そこで，発達の段階に応じて，どの

ような事象のときに，どの図を用いて

思考すればよいのかを図３のように整

理した。この図を児童に提示しながら，

それぞれの図で表すよさを理解させな

がら系統的に指導するとよい。

〔学習課題〕

さゆりさんのリボンの長さは1.9ｍ，妹のリボ
ンの長さは3.5ｍです。ちがいは何ｍでしょうか。

場 面
さゆりさんと妹がリボンをもっ

ている。

分かっていること
さゆりさんのリボン→1.9ｍ

妹のリボン→3.5ｍ
尋ねていること ちがいは何ｍか。
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図３ 「図の指導」系統表

[１・２年生] [３・４年生] [５・６年生]

(2) 「説明・話合い」の段階における言語

活動の充実【言語活動２】

間接指導時に，多様な考えを出し合い，

まとめていくためには，次の３点につい

て指導の工夫を行う。

ア 「説明練習カード」の活用

自力解決したことを分かりやすく説

明できるように，間接指導時に説明の

練習をする時間を設定する。その際，

「説明練習カード」（図４）を作成し，

段階に応じた練習をさせるとよい。

イ 「表現の視点」に沿った指導

児童が解決したことを数学的な表現

で表すには，発達の段階に配慮する必要が

ある。例えば，表１のような視点で指導の

工夫を図りたい。

表１ 発達の段階に応じた表現の視点

低
○ 比較の視点（大きさ，色，形，位置など）

学
を明確にして表現する。

年
○ 時系列（まず，次に，そして，など）で
表現する。

○ 条件文（「もし，○○○ならば，△△△
中 である）で表現する。
学 ○ 互いの考えの共通点や相違点を整理し，
年 ガイド役や発表者の役割を果たしながら，

進行に沿って話し合う。

○ 演繹的な考えや帰納的な考えを用いて表
高 現する。
学 ○ 規則性やきまりなどを用いて表現する。
年 ○ 互いの考えの立場や意図をはっきりさせ

ながら，計画的に話し合う。

※ 『言語活動の充実に関する指導事例集【小学
校版】』（p.10）を基に作成

図４ 「説明練習カード」の例（第３学年）

【ステップ１】シナリオでの説明練習 【ステップ２】他の数字での説明練習 【
ス
テ
ッ
プ
３
】
シ
ナ
リ
オ
な
し
で
の
練
習

３年生 「せつめいれんしゅうカード」

わり算の２つの分け方のちがいをせつめいしよう。 わり算の２つの分け方のちがいをせつめいしよう。

だれか「12÷４」の二つの分け方のちがいをせつめい だれか「 ÷ 」の二つの分け方のちがいをせつめ
してください。 いしてください。
はい，わたしがせつめいします。 はい，わたしがせつめいします。
まず，「一つずつ分け」は，一つ分の数が分からないと まず，「 」は，一つ分の数が分からない

きの分け方です。かけ算の式で表すと，□×４＝12の□ ときの分け方です。かけ算の式で表すと，□× ＝
をもとめるときのわり算です。 の□をもとめるときのわり算です。
次に，「まとまり分け」は，いくつ分かが分からないと 次に，「 」は，いくつ分かが分からない

きの分け方です。かけ算の式で表すと，４×□＝12の□ ときの分け方です。かけ算の式で表すと， ×□＝
をもとめるときのわり算です。 の□をもとめるときのわり算です。
どちらの分け方も，かけ算九九を使ってもとめること どちらの分け方も，かけ算九九を使ってもとめるこ

ができます。 とができます。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ここには図をかいて説明させる。
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ウ 「話合い」の視点の提示

間接指導時の話合いにおいては，解決方

法についての考えや，論理的な展開の妥当

性，解決方法の有効性などが混同し，児童

の思考が停滞する場合がある。

そこで，児童一人一人の解法の考えを生

かした上で，よりよい解法に収束させるス

テップを踏むことが大切である。その際，

他の学年へわたる前の直接指導時に，「何

のために話し合うのか」（目的），「何を

話し合うのか」（内容）などの話合いの視

点を明確にもたせる指導を行うことが必要

である（図５）。

図５ 話合いの視点

① 妥当性の検討 考えの
◆ 多様な考えの一つ一つについて， 尋ね合い
その根拠となる考えは何か，また，
根拠に誤りはないかを検討させる。

◆ 考えと思考過程とが整合している 根拠を尋
かどうかを検討させる。 ね合う話

◆ 論理的に筋道立っていれば，一つ 合い
の考えとして尊重させる。

◆ 考えが正しいかどうか，適宜，具
体的な操作なども取り入れ，確かめ
させる。

② 関連性の検討 考えの

◆ 一つ一つの考えについて，考えや つなぎ合

操作などの特徴（差異）に着目させ， い

そのことが表れるネーミング（キー
ワード）をさせる。 つなげ，く

◆ 関連性の視点（関連・並列化，統 くり，付け
合化，構造化など）から一つ一つの 足し合う話
考えを見直し，比較検討させる。 合い

③ 有効性の検討 考えの
◆ 有効性の視点（簡潔性，明確性， 練り合い
効率性，発展性など）から，一つ一
つの考えを見直し，比較検討させ，
それぞれの考えのよさや不十分さを 思考のず
明確にさせる。 れを意識

◆ 他の事象でも，考えが適用できる し，考え
かどうかを検討させる。 を練り合

◆ 児童には，それぞれの立場から無 う話合い
理にまとめることはせずに検討させる。

④ 自己決定 よさの
◆ 本時のねらいに迫る考えが有効に 認め合い
働く問題を提示し，複数の考えで実
際に取り組ませる。

◆ 自分なりに最もよいと思う考えを よさを認
選択させる。 め合う話

◆ なぜ，その考えを選択したのか， 合い
根拠をはっきりさせる。

※ ①～④は話し合う「目的」，◆は話し合う「内容」
を表す。

(3) 「振り返り」の段階における言語活動

の充実【言語活動３】

単元や授業の終末段階で，学習した内

容を言葉に表現して振り返ると，児童に

とっては，学習内容を整理しながら思考

力・表現力を高めたり，自分の成長を実

感し，次の学習への意欲をもったりする

ことができる。また，教師にとっては，

習熟の程度を把握し，個別指導に生かす

ことができる。

そこで，図６のように一単元の要所で

自分の言葉で学習をまとめさせることが

効果的である。

図６ 言葉でまとめたシート

宇宿小学校では，「ここまでは分かったけ

れど，ここからが分かりません。」という一

人の児童の発言からガイド学習が始まり，

「分かったよ。」と互いに納得するまで話し

合う姿が見られる。児童一人一人が自らの学

びを自覚し，何のためにどんな活動をするの

かという目的意識をしっかりともった間接指

導時の言語活動の充実こそが，複式学級にお

ける思考力・判断力・表現力を高めることに

つながる。
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